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1.原発性男子原道癌の 1例 
0高岸秀俊，平岡 真，山崎隆治 
(東京厚生年金) 
伊藤 晴夫(千大泌尿)
排尿困難と尿道出血を主訴とした 83才男子の球部~
膜様部尿道腺癌症例を報告し，若干の統計的考察を行な 
った。
質問=片山喬(千大泌尿) 
1) 	 死因は Kachexieか。 
2) なぜ勝脱痩設置をしなかったか。
答: 平岡真(東京厚生年金) 
1) 	 死因は感染→敗血症。 
2) 	 高令を理由に手術を拒否したためラジウム療法の
みを行なった。
質問z 桜井得一(横芝町)
淋疾と尿道癌と因果関係があるか。
答z 平岡真(東京厚生年金)
淋菌は検出されていない。癌の発生に慢性炎症が関係
しているかも知れない。 
2.畢丸胎児性癌の 1例 
0真鍋 湾(成田日赤)
三橋慎一(千大泌尿) 
l才 10ヵ月男子，昭和 44年 5月 1日初診，右皐丸部
無痛性腫張あり。妊娠反応陰性，右宰丸腫療の診断のも
とに右皐丸摘出兼リンパ腺廓清術施行，摘出皐丸は揖指
頭大，弾性硬，割面灰白色の充実性腫虜。組織学的には
宰丸胎児性癌。放射線療法施行中。 
3.単畢丸症の 1例 
0中田瑛浩(浦賀総合) 
片山 喬(千大泌尿) 
3才男児，左皐丸，副宰丸，精管の欠損あり。本症に
ついての病因そのほか若干の考察を加えた。
4.畢丸の EpidermoidCystの 1例 
0石川尭夫，嶋田孝男(国立千葉)
21才男子，左陰嚢内無痛性硬結を主訴として来院，左
慢性副宰丸炎(結挟性?)として手術。左皐丸下極実質
内に発生せる腫蕩のため， 除皐術を行なった。大きさ
3x2x2 cm，組織学的には EpidermoidCysto 7ヵ月
後も健康。
5.腎杯憩室結石の 1例 
0嶋田孝男，石川嘉夫(国立千葉) 
26才男子， 右側腹部痛で来院。腎杯憩室切除術を施
行。結石は 4個，憩室の内面は平滑。組織学的には腎杯
上皮と同じく移行上皮で，軽度の浮腫，円形細胞浸潤が
認められた。経過良好で術後 3ヵ月の IVPでも好結果
を示している。 
6.高血圧を伴える腎周囲水癌の 1治験例 
0北村 温(国立習志野)
今津 嘩(千大泌尿) 
29才女子右側腹痛，頭痛を主訴とし，右季肋部に小児
頭大の腫癌を触れ，血圧は来院時 170/100mmHg，IVP 
にて右腎は機能なく， RPにて腎および尿管が内側に強
く偏位，腎動脈撮影にて血管分布に異常あり，腎周囲水
癌の疑いとして腎摘除をなす。術後血圧は大体正常化し
た。
質問= 三橋慎一(千大泌尿) 
1) 	 本症例の原因は何か。 
2) 	 IVPで無機能腎というが， ほかの所見からは機
能廃絶とは思われないが。
答z 北村温(国立習志野) 
1) 	 原因は不明。
2) 点滴 IVPでも造影されなかった。 
質問: 片山喬(千大泌尿)
本邦症例 2S例中高血圧を伴ったものは何%か。
答z 北村温(国立習志野)
本邦例中高血圧を伴った記載はない。
質問z 神谷定治(東京船員中央)
113 第 13国千葉泌尿器科集談会，第483回千葉医学会例会 
本症例の高血圧と腎の関係はどうか。
答z 北村温(国立習志野) 
Page型のものかと推定されるが。
追加z 中田瑛浩(浦賀総合)
本症例の間質の円形細胞侵潤から見ると腎の乏血が考
えられ，高血圧の原因となりうる。また Page型のほ
かに Figure-8型高血圧も本症例の高血圧の因として
挙げられるのではないか。 
7.症例報告 
1) 腎動脈癌症例 
2) 牌動脈癌症例 
0梶本伸一，遠藤博志，今津嘩，
嶋田孝男(千大泌尿) 
1) 症例:63才女子，主訴は左側腹部痛，一般血液，
肝機能，血液化学正常，眼底は KWIIa，血圧 164/84，
腹部単純で L-2の左に輪状石灰化を認める。 IVP，RP 
で腎孟壁を圧排，その内上方に接して存在，大動脈撮影
で動脈との交通確認，腎動脈癌と診断，手術により腎門
部に硬い球型腫癒を認めたので動脈癌のみを摘除。術後
腎機能良好。(第 320回日本泌尿器科学会東京地方会で
報告)。 
2) 症例:55才，女子。主訴は心宮部より左腹部全体
の発作性激痛，左季肋部に表面平滑硬い超鶏卵大腫癌触
知，呼吸性移動(一)，拍動性(一 )0 17 KS，17 KGS正
常，腹部単純レ線で鶏卵大輪状石灰化陰影を L-2の左
に認め，ほかに左腎内小結石あり，腎霊撮影で左腎は上
方より圧排され，さきの輪状陰影は左腎と無関係。 PRP
で左副腎部に石灰化陰影を伴った巨大類三角形腫癌。大
動脈撮影で腎動脈正常，石灰化像は無関係で牌動脈の描
出がないのを偶発所見と考えた。左副腎腫蕩ならびに左
腎結石を疑い，手術施行，経腹腔的に腫癌に達するに多
発性嚢状牌動脈癌および牌梗塞を認めた。動脈癌は超鶏
卵大~鳩卵大の 4個で血栓あり。停の一部と牌を摘除。
術後良好。(日泌尿学会第 321回東京地方会に報告)
質問z 三橋慎一(千大泌尿)
牌動脈癖の石灰化は少ないように思うが文献上何%
か。
答z 梶本伸一(千大泌尿)
約 10%とされる。 
8.腎動脈狭窄の 1例 
0神谷定治(東京船員中央)
中田瑛浩，真田寿彦(千大泌尿) 
21才の女性に見られた右腎動脈狭窄による高血圧症
の 1例を経験した。狭窄部は腎門部に近く，腎摘除を行
なったところ，術後7日目に正常血圧にもどった。な
お，術中腎茎鉛子をかけてから間もなく降圧を始め，以
後最高血圧 160mmHg以上にはならなかった。組織学
的に J-G.装置の発達が著しかった。
質問z 並木徳重郎(千葉労災)
腎摘せず，血管吻合したら血圧はどうか。
答: 神谷定治(東京船員中央)
血管の改築が成功すれば血圧は下降する。
質問z 百瀬剛一(千大泌尿)
血管の Plastikはできなかったか。
答z 神谷定治(東京船員中央)
狭窄部位が腎実質に近く，不可能であった。
質問z 安達元郎(佐原市)
狭窄が生来のものとすれば，何才くらいで高血圧とな
るか。
答= 神谷定治(東京脇員中央)
症状は突発的と考えられる。 
9.褐色細胞腫症例
。片山 喬，梶本伸一(千大泌尿) 
21才女子，右副腎に原発せる褐色細胞腫例。主訴は周
期性頭痛，心停允進，高血圧。蛋白尿，糖尿あり，血沈
の促進が著しい。 
Plasma Catecholamineは増加し，特に Norepine同 
phrineの増加が著しい。 PRP，大動脈撮影にて右腎上
部に腫癒を認め，手術を行なった。摘出題療は 69g，腫
蕩内 Catecholamine含有量は Norepinephrineが増量
していた。組織学的には典型的な褐色細胞腫。術後経過
は順調で血圧は下降， 安定した。(日泌第 323回東京地
方会にて報告) 
10.臨脱異物の2例(付・本邦例の統計的観察) 
0外間孝雄(松戸市立)
吉田豊彦(千大泌尿)
症例1. 18才男子，工員，いたずらで尿道に Vinyl管
約 15cm長を挿入， 勝脱内へ。 Young異物鉛子で除
去。
症例 2. 26才男子，工員，自慰の目的で尿道へ Vinyl
管 55cm挿入，勝脱内へ。向上法で除去。 
11.膜脱全摘後 10年以上生存せる患者の剖検例 
0古河内 忠(国立国府台泌科)
安倍弘昌( グ 検査科)
昭和 32年 10月ごろ，多発性乳頭状癌を発見され昭和
